
 

　はちおうじ総務相談所の長岡です。ゴールデンウィーク
のまっただ中、皆様いかがお過ごしでしょうか。今年は５
月の第１週が３連休で分断されているため、諸々の調整に
苦労されている方も多いのではないかと思われます。 
　私は２日と５日の午後に八王子古本まつりの五士業相談
会をお手伝いさせていただき、３日は事務所の近くにある
打越弁財天（弁天様）のお祭りに参加する予定です。 
　弁天様のお祭りには、２年前から参加するようになりま
した。２年前といえば、店舗型の事務所を借りた年です。
やはり地元で自営業を続けるのであれば、地域の人たちとの交流も大切にしなければならな
いかな、と思ったのがきっかけでした。 
　 そこから仕事につなげることは意識しないようにしているのですが、普段から地元の活動
などにも顔を出しておけば、何かあったときに大目に見てもらえる幅は広くなりそうです。商
売をしていると、まあ、いろいろありますからね。 
　 例えば、製造業なら騒音の問題などがありますし、サービス業でも人や車の出入りで迷惑
をかける可能性があるでしょう。そんなときに、近所の人たちとの関係ができていれば、そ
うそう大事にはならないのではないかと、ひそかに考えているわけです。 
　 もっとも、私の場合は単純にそういった集まりが好きなだけなのかもしれません。お祭り
の後は、運営していた人たちが地元の居酒屋に集まって慰労会を開くのが恒例で、そこまで含
めて楽しませてもらっています。ただ、お堅い私もお酒が入ると会話が適当になってしまうた
め、地元の人たちとの付き合いを重ねれば重ねるほど、むしろ専門家としての信頼は失われ
ているような気がしないでもない今日この頃です。
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連休と地域の祭と私

今⽉月の予定（2016年年５⽉月）
 １日（日）～５日（木）第14回八王子古本まつり　於：八王子駅北口西放射線ユーロード 

　・五士業（弁護士・司法書士・税理士・社労士・行政書士）無料相談会（２日・５日） 

 ３日（火）打越弁財天例祭　於：打越弁財天（北野駅南口） 

 13日（金）小規模事業者持続化補助金　受付締切（当日消印有効）

オレンジ⾊色のニクいやつ



今⽉月の推薦図書
　 地域に根付いて比較的小規模な経営をしている企業は、これからさらに激化する国際競争
の波を乗り越えられないのではないか……みたいなことが語られることもありますが、そこ
まで悲観的になることもないようです。 
　いわれてみると、すべての企業が国際競争に挑む必要はないわけで、国内はもとより、地域
のトップクラスであっても業績はそれなりに良いはずです。そう考えると、地道な経営改善を
続けて地域のナンバーワンを目指すのも、業種によっては有効な戦略なのかもしれません。 
　 また、優れた技術やサービスを持ちながら、運営の効率が悪くて伸び悩んでいる企業のこ
とも語られています。そういった企業に専門家の改善指導が入ると、劇的な効果が表れること
もあるのだとか。「あしたのために」と出会った矢吹丈のようなイメージでしょうか。 
　基本的には中規模の企業を対象にしているようですが、経営者の失敗によって企業がダメに
なるパターンや、銀行との付き合い方の解説など、小規模企業の経営者にとっても参考になり
そうな情報が載っています。中盤はちょっと難しいので、序盤と後半だけでもぜひ。

今⽉月の推薦映画

　今回は「地域での活動」について考えてみました。これまであまり意識していなかったので
すが、これを機に「八王子でナンバーワン」の「行政書士 兼 社労士 兼 認定支援機関」を目
指してみます。まあ、今のところ、３つそろっているのは私一人だけなのですが……。 
　 それはともかく、５月の１週目は八王子古本まつりが開催されますので、興味のある方は
ぜひ遊びに来てください。今回のテーマは「もののけ」ということで、ちょっと想像がつき
ませんが、古本以外にもいろいろ楽しめるのではないかと期待しています。

編集後記
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『IGPI流流  ローカル企業復復活のリアル・ノウハウ』  
 　冨⼭山和彦・経営共創基盤  著 　2016年年 　PHP研究所

『コーチ・カーター』  
 　トーマス・カーター監督 　2005年年

　アメリカの高校バスケ部が題材で、治安の良くない町の高校が舞台になっています。高校を
卒業できる生徒は半分くらいで、大学へ進むより刑務所へ行く確率が圧倒的に高いという……
日本からすると考えられない話ですが、これが実話に基づいた物語なのだそうです。 
　そんな町で生まれ育った選手たちには、現状への不満や将来への諦めがあったのでしょう、
努力や協調に価値を見いだせず、チームの成績も低迷していました。そこに鬼コーチがやって
来て、厳しい指導によって選手たちの潜在能力を引き出していくわけです。 
　 実話だけに「いきなり全国制覇」とはいきませんでしたが、地域の大会で結果を残し、自
分たちの活躍が地元を活気づけることを実感した選手たちの意識は変わっていきました。勉
学に励むことや規律を守ることの大切さも理解して、大学へ進学する生徒も増えたようです。 
　しかし、最初は反発していたバスケ部の連中がコーチに従うようになったのは、やはり「言
われたことを実践すれば結果が出る」という手応えが大きかったからではないでしょうか。
私も「結果を出せる」中小企業の支援者を目指して精進していきたいところです。
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